
□講義科目（専門科目）

科目名 経営分析論（ 隔年開講、 2024 年度開講）  ２ 単位

担当者 近藤 智也（ 非常勤教員）

テーマ 事業経営における分析手法の理解と 実践的応用

開講形態 一部ハイブリ ッ ド 形式

科目のねらい

＜キーワード ＞

財務会計、 管理会計、 定性分析、 企業財務論、 経営改善（ 事業再生）

＜内容の要約＞

事業経営に必要な経営分析手法を理解する。 まず一般的な企業経営分析を概観し 、 医療

福祉関係法人における経営分析への応用を考える。 医療福祉関係法人においては経営分

析結果の利用者と し て経営者以外のステイ クホルダーが想定さ れにく い傾向があり 、 そ

のため、 利用目的においては経営改善が重要視さ れるこ と から 、 経営分析に基づく 経営

改善まで意識し た内容を取り 扱う 。

＜学習目標＞

事業経営における経営分析の意義と 必要性及び重要性につき理解できる。

経営分析を通し 事業継続（ 問題解決） に必要な能力を身につけるこ と ができる。

授業の進め方

第 01 回 オリ エンテーショ ン・ 経営分析と は何か

第 02 回 法人形態と 財務諸表

第 03 回 【 財務諸表分析】 安全性・ 流動性分析（ １ ）

第 04 回 【 財務諸表分析】 安全性・ 流動性分析（ ２ ）

第 05 回 【 財務諸表分析】 収益性分析

第 06 回 【 財務諸表分析】 キャッシュフロ ー分析

第 07 回 【 財務諸表分析】 損益分岐点分析

第 08 回 【 財務諸表分析】 生産性分析

第 09 回 【 財務諸表分析】 成長性分析

第 10 回 【 定性分析】 非財務情報・ 定性情報分析

第 11 回 【 分析と 改善】 事例研究（ １ ） ケーススタディ

第 12 回 【 分析と 改善】 事例研究（ ２ ） ケーススタディ

第 13 回 【 分析と 改善】 事例研究（ ３ ） ケーススタディ

第 14 回 【 分析と 改善】 事例研究（ ４ ） ケーススタディ

第 15 回 不足部分の補充および全体の整理（ 成果報告）

事前学習の内容

学習上の注意

事前の学習と し て、 貸借対照表、 損益計算書（ も し く は事業活動計算書や収支計算書）

につき、理解できなく ても 、目にし ておく こ と は必要である。原則、授業は経営分析に関

する専門家を履修対象者と し て想定し ていないが、 履修生の属性および既履修科目の状

況に応じ て専門性を高めていく 可能性はある。 本科目においては予習を求めるこ と が多

く 、 主に履修生による報告形式で行う 。 なお定量分析を行う 場合があるため計算機は必

要である（ スマート フォン程度で可） 。

本科目の

関連科目
会計学(経営分析論と 隔年で開講)、 経営管理概論、 医療福祉経営論

テキスト
倉田三郎監修・ 藤永弘編著『 新版入門経営分析』（ 同文館出版）

その他適時必要に応じ て参考文献を紹介すると と も に必要な資料を配布する。

参考文献 特に指定し ない。

成績評価方法

と基準

レポ-ト (60 点)、 講義時の積極的質問・ 発言内容(40 点)により 評価し 、 総合評価 60 点

以上を合格と する。


